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選⼿村ビレッジプラザ提供⽊材のレガシー利⽤
〜県産森林認証材の利⽤拡⼤に向けて〜

経済産業部 森林・林業局
Photo by Tokyo 2020
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・ 認証取得⾯積
0.9万ha(H20) → 7.3万ha(R2)

全国４位 （FSC２位・SGEC７位）

・ 認証森林からの⽣産量
8.3万ｍ3(H27) → 12.6万ｍ3（R2）

森林認証林⾯積と認証材供給⼒

・環境と経済を両⽴させた森林管理を第三者機関が認証する制度
・この森林から⽣産された⽊材について消費者の選択的な購買を促す
・国内ではFSC、SGECによる認証が進んでいる

FSC
森林管理協議会

SGEC
「緑の循環」認証会議

本県の強み 全国トップクラスの森林認証林⾯積
森林認証制度とは

伊⾖半島

富⼠地域
静岡地域

天⻯地域

駿東地域
⼤井川地域

遠州地域

県下７地域で森林認証取得体制が構築

森林認証管理団体の設置状況
FSC認証
SGEC認証
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ビレッジプラザ建設のため森林認証材を提供
「持続可能性に配慮した⽊材」である県産森林認証材を提供
選⼿村ビレッジプラザとは
○式典会場、店舗、銀⾏等が配置された、⼤会中の選⼿

の⽣活を⽀える施設
○全国63の⾃治体から提供された⽊材が使⽤された

○ 選⼿村村⻑室やメディアセンター等のエリアに使⽤
○ FSC・SGEC双⽅の認証林からスギ・ヒノキ丸太をオール静岡で調達
○ 品質の確かなJAS規格で加⼯した製品（⾓材）を、柱、梁、床材等に利⽤
○ 材積は約４１ｍ3（標準的な⽊造住宅１.5棟分）、部材本数で約1,200本

ビレッジプラザで使⽤された県産材

村⻑室

Photo by Tokyo 2020

Photo by Tokyo 2020

ビレッジプラザ整備協⼒を通じた広報実績
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⽴⽊伐採から加⼯、納材まで、段階的に情報発信。「森林認証材の品質と
供給⼒」及び「⽊の良さや森林認証材を使う意義」の理解を図った。

精度が⾼くて、
質もよくて、
静岡県のプライド
を感じました。

ＰＲ動画をYouTube配信
ビレッジプラザ設計者のコメントを収録

ＰＲパンフレットの作成

広く県⺠へのＰＲ（記者提供によるマスコミ報道等）

業者・メーカー等の需要者へのＰＲ（ＰＲツールによる広報 ）

SNSで発信

ビレッジプラザ
設計者

ビレッジプラザ
設計者



レガシー利⽤を通じた認証材のPR①

５
○R３年度 レガシーとしての利⽤⽅法を県⺠から広く募集

○返却される⽊材のレガシーとしての利⽤を通じ

提供：フォートキシモト

ねらい 利⽤⽅法例
県内開催の証しを伝え残す 県庁・オリパラ施設等に設置
気軽に⾒て触れ⽊の良さを伝える 県・市町施設等に配置
レガシーを広く共有する 県イベント等で使⽤・ノベルティ配布

○提供⽊材はR4.1⽉に返却される

⽊材に押す焼印
（組織委から提供）

・オリパラの感動を伝え残す
・⽊の良さや森林認証材を使う意義を広く県⺠にPR

⾼
校
・
⼤
学
等
の
部 県⽴浜松⼤平台⾼校 鈴⽊さん 県⽴富岳館⾼校 桐⼭さん 県⽴農業⾼校 三浦さん

⼀
般
の
部

浜松市⻄区 30代男性 静岡市葵区 50代男性 静岡市清⽔区 40代⼥性

レガシー利⽤を通じた認証材のPR②
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○専⾨家による審査会で優秀アイデアを決定 審査委員⻑ 静岡⽂芸⼤ 寒⽵副学⻑

○優秀作品 [総評]⾓材であることを活かした利⽤⽅法が⾼評価を得た

○応募総数 355点（⾼校・⼤学等の部206点、⼀般の部149点）

「これはペン⽴てです」 「ロングチェア（WORLD）」「⾓材を使ったブックラック」

「多様性のフラワーベース」 「五弁の富⼠⼭ベンチ」 「静岡ラック」

レガシー利⽤ 県⺠アイデア募集（R3.10.6〜11.5）

R4年度以降 製作・設置等



森林認証材利⽤と森林認証林の拡⼤

• 路網・架線等の基盤整備
• 丸太流通の効率化のため

の中間⼟場整備 等

認証材の需要拡⼤
•認証材を利⽤した住宅・⾮住宅建築の促進(住んでよし しずおか⽊の家推進事業）

•公共建築物での率先利⽤(ふじのくに公共建築物等⽊使い推進プラン）

•県内外への販路開拓(県産材販路開拓マッチング⽀援事業、⾸都圏展⽰会) 等
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• 航空レーザ計測等を活⽤した
森林情報の把握・計画作成

• 認証林の拡⼤ 等

世界基準による認証林の管理認証材の増産・安定供給

レガシー利⽤を通じた県⺠の森林認証材への理解の浸透

県⺠が、森林を守り、育て、活かす

「経済」「社会」「環境」が調和
した多様性のある森林づくりの推進

森林の有する多⾯的機能を
持続的に発揮

県⺠が、森林を守り、育て、活かす

「経済」「社会」「環境」が調和
した多様性のある森林づくりの推進

森林の有する多⾯的機能を
持続的に発揮

「森林との共⽣」による持続可能な社会の実現

︵
森
林
と
県
⺠
の
共
⽣
に
関
す
る
条
例
︶

森
林
と
の
共
⽣
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森林認証（環境と経済を両⽴させた森林管理）
森林認証材利⽤と森林認証林の拡⼤

環境社会

経済

世界基準の
森林管理と
認証材等の
利⽤拡⼤

「森林との共⽣」による持続可能な社会の実現
SDGｓの達成に貢献


